
山梨県福祉保健部
障害福祉課 施設支援担当

令和７年６月１２日

災害時の対応について



本日のお話

1. みなさんに知っておいてほしいこと

(1)自然災害の種別と避難の目安など

(2)地域で想定されている災害及び規模を知る

(3)災害に関する情報の入手先を確認する

(4)今できる備え

・必要な物品の準備

・療養場所の安全確保

・避難先の確認

・災害時の協力者の確保

・個別避難計画の作成



自然災害の種別と避難の目安など



地震が発生したら・・・

地震が発生しても、建物被害、停電、断水などが
生じていなければ、避難所へ移動せずに自宅に留ま
ることも可能です。

家具の固定を徹底することで、
地震発生時にケガをするリスクを軽減できます。

山梨県地震被害想定
調査結果（令和５年）



洪水・浸水の危険がある場合

まずは、お住まいの地域のハザードマップを確認し、どの
位の浸水が想定されるのか把握してください。

浸水の影響が50㎝未満であれば、避難せず自宅にとどまる
ことも可能です。この場合、食料や常備薬などの備蓄品を２
階に運んでおくと安心です。

避難は洪水や浸水が始まる前に開始

夜間や雨が強まってからの移動は危険です。

また、避難先を遠方に設定した場合、交通規制により予定
した避難先まで移動ができなくなる可能性がありますので、
早めに避難を開始してください。

もし、周囲で浸水が始まって
しまった場合は、自宅の２階など、
水に浸かるまでに時間を稼げる
ところで安全を確保し、
救助を待ちましょう。



近くに崖や土石流の危険がある沢がある場合には

まずは、自宅に影響があるかハザードマップで確認してください。

雨がやんだ後で土砂災害が発生する危険もありますので注意が必要です。

土砂災害危険（警戒）区域内にお住まいの場合、「土砂災害特別警報」
や 市町村から避難情報が発表された場合には、速やかに避難を開始して
ください。

なお、夜間や自宅周辺で浸水が始まってからの避難は危険です。

このような状態で避難が必要となった場合には、
無理に外出せずに、 ２階の斜面から離れた位置の部屋などへ
避難して安全を確保しましょう。（緊急安全確保）

緊急安全確保の際は、
２階の斜面から離れ
た位置の部屋へ移動



富士山噴火

火山灰の中、車を運転することは非常に危険です。

富士・東部地域では、溶岩流が到達する可能性もありますが、
地域ごとに避難するタイミングが決められておりますので、
行政機関のアナウンスにしたがって避難してください。

富士山が噴火しても、国中地域に溶岩流は到達しませんが、噴火の
規模や風向きによっては火山灰が到達することがあります。火山灰は、
人体に直ちに大きな影響を及ぼすものではありません。

（降灰が発生したら）
・屋内に避難して、窓やドアを閉めます。
・やむを得ず外出する際は、ヘルメット、ゴーグルやマスクを着用し
安全を確保します。
・しばらく外出ができなくなる可能性もありますので、備蓄品も用意
が必要です。



地域で想定されている災害及び
規模を知る



ハザードマップを調べてみよう

市町村などが公表しているハザードマッ
プで、自宅や近隣の危険箇所を確認しま
しょう。

ハザードマップを確認するには、各市町
村のホームページの検索やハザードマップ
ポータルサイト（国土交通省）から市町村
のHPリンク先へアクセスする方法がありま
す。

ハザードマップポータルサイトでは、
「洪水」、「土砂災害」、「火山」、「地
震」など災害の種類ごとに、ハザードマッ
プを検索することができます。

市町村によっては、「防災マップ」など
の名称で各戸に配布している場合もありま
す。

国土交通省
ハザードマップポータル



過去には「避難勧告」という情報がありました
が、今は廃止されています。

市町村長が次の情報を発表します。

＜高齢者等避難＞
避難に時間がかかってしまう高齢者や体が不自由な方

は、この情報に基づき避難を開始します。特に時間がか
かる場合には、さらに前倒すことも検討しましょう。

＜避難指示＞
洪水等の危険がある地域から、全ての人が避難します。

このタイミングで近くの河川の様子を見に行くことは危
険なので絶対に止めましょう。

＜緊急安全確保＞
既に災害が発生している可能性がある状態です。
無理に移動せず、安全を確保しつつ救助を待ちます。

＜自主避難所の開設＞
高齢者等避難や避難指示を発表する状況ではありませ

んが、不安に感じる方が避難できるよう自主避難者向け
の避難所を開設したことをお伝えする情報です。

※火山現象は警戒レベルの内容が異なり、避難対応も異
なりますので、市町村の情報に注意してください。

避難情報について



避難場所について確認

避難場所は、災害の種類ごとに決められています。

・避難場所＝災害発生時に安全を確保する場所（避難所になっている避難
場所もあります。）

避難所＝災害発生後に一時的に共同生活を送る居住スペース
・「災害発生＝近くの小（中）学校へ避難」ではないので注意が必要です。
・最寄りの避難場所が、洪水や土砂災害の際に使用できるか確認を。



避難の種類について

避難の方法は複数あり、お住まいの地域の特性
や自分にあった避難方法を考えてみることが大切
です。

ただし、目的地（避難先）が自宅から離れてい
る場合は、市町村が発表する避難情報より前の段
階に、ニュースなどの気象情報を参考にして避難
を開始しないと途中で道路が通行止めになってい
る可能性もありますので注意が必要です。

自宅の２階に避難し安全を確保する方法（垂直
避難）なども左の赤枠の中を参考に検討してくだ
さい。
※この場合、食料や常備薬など必要なものも併せ
て２階に運ぶことを忘れないようにしてください。

【防災情報について】
市町村によっては、防災アプリや防災関連情報の
メール配信により住民への情報提供を行っており
ます。
お住まいの市町村のホームページ等で確認してみ
てください。



災害に関する情報の入手先を確認する



県からの避難情報

山梨県では、皆さまに災害時の情報をお伝えできるよう「やまなし防災ポータル」を開
設しています。災害時に活用できるサイトへのリンクや防災に関する様々な情報を一元的
に管理し、県民の皆さんに必要な情報を提供していますので、ご確認ください。

やまなし
防災ポータル



災害伝言ダイヤル

災害時には通信が混み合い電話がつながりにくくなります。こ
うした中で家族などの間の安否確認や避難場所の連絡等をス
ムーズに行うため「災害伝言サービス」が提供されています。

災害伝言サービスには

①音声通話の「災害伝言ダイヤル（171）」

②携帯電話のインターネット接続機能を使った「災害要伝言板
（Web171）」があります。

災害に備え1日と15日等の体験日に練習を！



今できる備え



物品は持ち出せるようにまとめておく
自宅での避難に備え備蓄品を備えておく
ことも大事です。

例）2階への垂直避難を想定している方は
2階へ



平時の活動・備えの促進について

非常食ではなく、普段から使用する食材を災害時に備えストックしておくと安心です。
保存期限が近づいたら使用し、消費した分を買い足すことで備蓄をすすめます。
１年以上保存できる缶詰などの食品を中心に揃えると買い換えの負担が少ないです。



多くの品を持ち出すと、移動が困難となる場合がありますので、非常持出品（２～３日のうち
に使うもの）と備蓄品（あとで運び出して使うもの）で分けておくと便利です。
また、家庭環境に応じた物品を揃えておくと安心です。

持ち出し品等について



災害時の協力者を確保する



○災害時、避難のサポートが必要な方は、近隣の方の支援者を
決めておくことが大事です。日頃から地域の方々とコミュニ
ケーションを図り、もしものときには支援をお願いできるよう
にしておきましょう。
○自ら避難することが困難で避難に支援を要する場合は。「個
別避難計画」を作る必要があります。
○お住まいの市町村担当窓口にお問い合わせください。

日頃からのコミュニケーションを



個別避難計画について



○令和３年に避難行動要支援者（災害時、自ら避難することが
困難と思われる方で、避難等の支援を必要とする方々）に対し
て、災害時の円滑な避難支援等につながる「個別避難計画」を
作成することが市町村の努力義務とされました。

個別避難計画とは

住民

要配慮者
高齢者・障害者その他妊産婦・外国人

避難行動要支援者
自ら避難することが困難な者

要介護者・障害児者等



○記載する内容は
①氏名、②生年月日、③住所、④連絡先、

⑤支援等が必要な事由、⑥避難支援者、⑦避難場所等

⑧その他、市町村長が必要と認めた事項

○「個別避難計画」は、市町村ごとに様式が異なるため、県で
は標準的な様式として、「個別避難計画（わたしの避難計
画）」を令和６年度に作成しています。

○ 個別避難計画の作成には本人の同意が必要なため、ご家族
や支援者の方は、同意確認の協力や同意するようすすめていた
だけるとありがたいです。

個別避難計画とは
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